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H30年度工事成績対策講習会開催のご案内

～設計変更で利益と工事成績を上げた事例解説～

～竣工検査記録から解く高得点獲得工事の共通点と失敗事例～

昨年度に引き続き「工事成績対策講習会」が開催されます。

今年度は、設計変更で利益と工事成績を上げた事例解説等を含め、H30年度版とした分かりやすい内容としていますので、是非受講頂きますようご案内致します。

受講を申込まれる方は別紙申込書に記入の上、受付開始日時（7月10日（火）8時30分）にご留意いただき、建設業協会までFAXによりお申込み下さい。
記

1．日時および会場

　【嶺南会場】平成30年7月31日（火）  13：00～16：30（受付12：30～）

　　　　　　　　　敦賀建設業協会会館　３F大会議室
（敦賀市中央町2-5-55　TEL0770-23-4551）

【嶺北会場】平成30年8月1日（水）　13：00～16：30（受付12：30～）

　　　　　　　　　福井県建設会館　４F大会議室
（福井市御幸3-10-15　TEL0776-24-1184）

2．定　　員：【嶺北会場】 80名　　　【嶺南会場】 30名

　　　　　　（1社3名以上でお申込の場合、調整をお願いする場合があります。）

※先着順で定員になり次第締め切らせて頂きますのでご了承下さい。

定員数を超えた後に申し込まれた方には、事務局よりその旨連絡致します。連絡がない場合は、申込受付完了とご判断下さい。また、受講受付票等の発行は致しません。

3．主　　催：（一社）福井県建設業協会　

共　　催：福井県建設産業団体連合会、福井県土木施工管理技士会
4．講　　師：㈱ワイズ　担当講師

5．申 込 先：別紙、受講申込書によりFAXにてお申込み下さい。

6. 申込期限：平成30年7月24日（火）

7．受 講 料（資料代込）

会　員（協会、技士会、建産連何れかにご加入の方）1,000円

非会員（上記の何れにもご加入でない方）　　　　　2,000円

※当日、受付にて徴収させていただきます。

8．その他：①各会場の駐車場に限りがありますので、なるべく乗合わせでお願いします。

②嶺北会場に来られる方で、福井地区建設業会駐車場をご利用される場合は

西側（ブロック塀側）の北側（奥の方）より順番に駐車をお願いします。

　　　　　 ③当講習会はＣＰＤＳ単位４ユニットを予定しています。
9．配布資料：電子納品･写真管理･出来形管理・情報化施工・工事成績シミュレーションソフト、経審シミュレーション･書類作成ソフトの無償配布があります。セミナー内で利用方法等を説明致します。

＜講習内容＞



受付開始日時：7月10日（火）8時30分より受付開始

・公平性を保つため、受付開始日・時間の厳守をお願いします。

・定員に達し次第、締め切らせて頂きます。

・一企業様から３名以上お申込み頂いた場合など、出席者を絞っていただく場合がありますので予めご了承ください。

・定員に達した後に申し込まれた場合、その旨を速やかに連絡致します。
H30年度工事成績対策講習会 受講申込書
会 社 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 申込担当者名


住　　所　　


電話番号　
　　－　　　　－　　　　　　　　FAX番号　　　　　－　　　　－　　　　　


【受講者氏名】

	役　職　名
	氏　　　名
	受講希望日（いずれかに〇）

	
	
	7月31日（火）

嶺南会場（敦賀）
	8月1日（水）

嶺北会場（福井）

	1
	
	
	

	2
	
	
	

	3
	
	
	

	4
	
	
	


平成30年　　月　　　日 申込み

送信先：（一社）福井県建設業協会　業務課

FAX：０７７６－２７－３００３



１．設計変更で利益と工事成績を上げた事例解説（H30年度版）


設計変更の基本的な考え方を復習し、設計変更協議により収益確保と高成績獲得を同時に実現した事例、高収益獲得企業の実例を新たに取り上げ、協議資料の作成・提案方法について解説します。





２．竣工検査記録から解く 高得点獲得工事の共通点と失敗事例


　工事成績評点の40％は検査員の持ち点であり、竣工検査の良否は成績全体に大きく影響します。高得点獲得には、工事の“結果“のみを見る検査員の視点を理解し対策を行うことが重要です。


　本講習会では、高得点を獲得しつづけているモデル企業が、実工事の竣工検査で質疑内容を詳細に記録した資料から、検査員の指摘事項の共通点や失敗事例等を多数紹介し、竣工書類作成や応対のポイントについて学びます。











